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応 用 編 



 

 

 

 

 

●債権発生請求（債権者請求）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２０－１ 

●債権発生記録請求（一括）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２１－１ 

●保証記録・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２２－１ 

●変更記録・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２３－１ 

●支払等記録・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２４－１ 

●指定許可管理・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２５－１ 

●取引履歴照会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２６－１ 

●操作履歴照会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２７－１ 

●債権照会（開示）／詳細検索・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２８－１ 

●通知情報（異例）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２９－１ 

●承諾／否認の手順・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３０－１ 

●企業情報変更の手順・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３１－１ 

●残高証明書発行予定の確認手順・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３２－１ 

●債権情報（受取債権／入金予定／支払予定）の照会・・・・・・・・・・・・・・・・・・３３－１ 

 

 応用編の収録内容 
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 ログイン後、トップ画面の債権発生請求タブをクリックしてください。 

1． 債権発生請求メニュー画面 

 

                    

2． 発生記録（債権者請求）メニュー画面 

 

                     

債権発生請求（債権者請求） 

 概要 

 債権者として電子記録債権の発生を請求します。 

ただし、承諾依頼通知日から 

振出日（電子記録年月日）の5銀行営業日後（振出日（電子記録年月日）当日含む）までの間に 

相手方からの承諾回答が必要です。 

否認された場合または、上記期間内に相手方からの回答がない場合は無効となります。 

なお、この記録請求を行うには、記録請求の相手方となるお取引先においても、 

「発生記録（債権者請求方式）」を利用している（許容している）必要があります。 

 担当者は必要な項目を入力し、仮登録を行います。 

承認者が仮登録を承認することで相手方に債権発生の承諾を依頼します。 

 振出日（電子記録年月日）には当日または未来日付を入力することができます。 

なお、未来日付を入力した場合は予約請求となります。 

 事前準備 

 お取引先の情報を事前に準備してください。 

 

債権者請求ボタンを 

クリックしてください。 

ヒント 

サービス利用申込時に、 

発生記録（債権者請求方式）を 

「許容する」にしていない場合は、 

債権者請求ボタンは表示されません。 

 

登録ボタンをクリックしてください。 
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3． 発生記録（債権者）請求仮登録画面 

 

                     

① 

③ 
④ 

② 

⑤ 

⑦ 
⑧ 

⑨ 
⑩ 
⑪ 
⑫ 
⑬ 

⑥ 

⑭ 

⑮ 

発生記録の 

仮登録情報を入力します。 

必要に応じて、 

④請求者 Ref.No.  

を入力してください。 

 

【取引先を 

登録していない場合】 

直接入力チェックボックスに 

チェックを入れ、債務者情報 

（請求先情報）の 

⑨利用者番号 

（半角英数字 9 桁）※１ 

⑩金融機関コード 

⑪支店コード 

⑫口座種別 

⑬口座番号 

⑭取引先登録名 

を入力してください。 

 

入力の完了後、 

仮登録の確認へボタンを 

クリックしてください。 

 

【取引先を 

登録している場合】 

取引先選択ボタンを 

クリックし、債務者に指定 

する取引先を選択すると、 

⑨～⑭が表示されます。 

F 事前準備編『共通機能』 

 

決済口座選択ボタンを 

クリックし、取引に利用する 

決済口座を選択する 

と①～③が表示されます。 

F 事前準備編『共通機能』 

承認者へ 

連絡事項等がある場合は、 

⑮コメント 

を入力してください。 

発生記録情報の 

⑤債権金額（円） 

⑥支払期日 

⑦振出日 

（電子記録年月日） 

⑧譲渡制限有無 

を入力してください。 

※1  利用者番号の入力は必要ありません。 取引先登録 

取引先を事前に 

登録しておくことで入力を 

省略できます。 

取引先の登録方法は 

F 基本編『取引先管理』 
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●入力項目一覧表 

 決済口座情報（請求者情報） 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意 
内容・入力例 

① 支店コード 半角数字（3） 必須 入力例＝「012」 

② 口座種別 － 必須 ラジオボタンにて選択する。 

③ 口座番号 半角数字（7） 必須 入力例＝「0123456」 

④ 請求者 Ref.No. 半角英数字（40） 任意 

お客様とお取引先とで請求を管理するためのフリー入

力欄。注文書番号や請求書番号の入力が可能。 

英字については大文字のみ入力可能。 

記号については . ( ) - のみ入力可能。 

 

 発生記録情報 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意 
内容・入力例 

⑤ 債権金額（円） 半角数字（10） 必須 
1円以上、99億 9999 万 9999円以下で指定が可能。 

入力例＝「1234567890」 

⑥ 支払期日 （YYYY/MM/DD） 必須 

振出日（電子記録年月日）を含む7銀行営業日目の翌

日から 10年後の応答日まで指定が可能。支払期日が

非銀行営業日の場合は翌営業日が支払期日となる。 

入力例＝「2012/05/06」 

⑦ 
振出日（電子 

記録年月日） 
（YYYY/MM/DD） 必須 

当日から 1 ヶ月後の応答日まで指定が可能。 

入力例＝「2011/05/06」 

⑧ 譲渡制限有無 － 必須 

ラジオボタンにて選択する。 

「譲渡制限有無」が「有」の場合、債権の譲渡先を金融

機関に限定する。 

 

 債務者情報（請求先情報） 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意 
内容・入力例 

⑨ 利用者番号 半角英数字（9） － 入力する必要はありません。 

⑩ 
金融機関 

コード 
半角数字（4） 必須 入力例＝「9876」 

⑪ 支店コード 半角数字（3） 必須 入力例＝「987」 

⑫ 口座種別 － 必須 ラジオボタンにて選択する。 

⑬ 口座番号 半角数字（7） 必須 入力例＝「9876543」 

⑭ 取引先登録名 全角文字（60） 任意 
入力例＝「株式会社 電子記録債権」 

「直接入力」にチェックを入れた場合は必須入力。 

 

 申請情報 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意 
内容・入力例 

⑮ コメント 全半角文字（250） 任意 

承認者への連絡事項等を入力するためのフリー入力

欄。 

入力例＝「承認をお願いします。」 
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4． 発生記録（債権者）請求仮登録確認画面 

 

                    

5． 発生記録（債権者）請求仮登録完了画面 

 

                    

 

 

内容を確認し、仮登録を実行します。 

 

入力内容に問題がなければ、 

チェックボックスに 

チェックを入れてください。 

チェックを入れていない場合、 

仮登録の実行はできません。 

 

 

仮登録の実行ボタンを 

クリックしてください。 

 

仮登録を実行したことで、 

請求番号が決定します。 

請求番号は、この請求を 

特定するための番号となりますので 

ご留意ください。 

 

印刷ボタンをクリックし、 

帳票を印刷してください。 

印刷した帳票を承認者へ提出し、 

仮登録内容の承認を依頼してください。 

F 事前準備編『共通機能』 

 仮登録の完了となります。 

※請求は仮登録後、承認者が承認し、相手方が承諾することで成立します。 

 仮登録の完了後、承認者へ承認依頼通知が送信されます。 

 承認者の手順については、F 基本編『承認／差戻しの手順』 
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債権発生記録請求（一括） 

概要 

一括して（まとめて）記録請求を行うことができます。一括記録請求が可能な記録請求は、 

発生記録（債務者請求）、発生記録（債権者請求）、譲渡記録（分割記録含む）です。 

担当者は一括記録請求を行う共通フォーマット形式※1の固定長ファイルをアップロードし、 

仮登録を行います。P21-2『一括記録ファイルのアップロード手順』 

承認者が仮登録を承認することで、一括記録請求が完了します。 

登録したファイルの請求結果を照会することができます。 

P21-7『一括記録請求結果の照会手順』 

一括記録請求の一回の上限数は、1,000件です。 

でんさいネットに正常に受付けられ、かつ予約中の一括記録請求に対して、 

一括して（サブファイル単位で）予約取消請求を行うことができます。 

担当者は取消を行いたい一括記録請求を、一括記録請求結果からサブファイル単位で選択し、 

仮登録を行います。 

登録した一括記録予約取消請求の請求結果を照会することができます。 

P21-7『一括記録請求結果の照会手順』 

担当者は実際の一括記録請求とは別に、導入テストの位置づけとして、 

ファイルの正当性チェックを実施できます。P21-16『一括記録請求の導入テスト手順』 

一括記録請求の各取引（予約取消も含む）は、 

承認完了時点では、記録請求の成立は確定していません。 

承認完了後、一括記録結果一覧画面、または通知情報一覧画面にて結果を確認してください。 

事前準備 

一括記録請求を行う共通フォーマット形式※1の固定長ファイルを事前に作成してください。 

※1 共通フォーマット形式のファイルフォーマットについては、 

付録『一括記録請求ファイル（共通フォーマット方式）』 
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 ログイン後、トップ画面の債権一括請求タブをクリックしてください。 

1． 一括記録メニュー画面 

 

2－1．一括記録請求仮登録画面 

 

  

一括記録ファイルのアップロード手順 

※1 

共通フォーマット形式（全銀協の標準化ＷＧ規定） 

レコード長：250バイト 

項目：取引相手利用者番号、記録番号等 

複数種類の請求を同一ファイルに収容可（発生、譲渡、分割の混在可能） 

付録『一括記録請求ファイル（共通フォーマット形式）』 

一括記録請求を行う 

共通フォーマット形式※1固定長ファイルを 

アップロードします。 

 

登録ボタンをクリックしてください。 

ヒント 

一括記録請求前に取引先情報を 

事前登録するために、本画面より 

取引先管理メニュー画面への遷移が 

可能となります。 

画面がポップ

アップします。 

 

アップロードするファイルを 

選択するために、参照ボタンを 

クリックしてください。 

アップロードするファイルの選択を 

ポップアップ表示します。 

 

アップロードするファイルを選択し、 

開くボタンをクリックしてください。 

 

①取引先名の表示（任意） 
一括記録請求の明細に取引先の 

名前を表示する場合は、 

チェックボックスに 

チェックを入れてください。 

① 
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2－2．一括記録請求仮登録画面 

 

                    

  

① 

選択したファイル名称を 

確認してください。 

承認者へ連絡事項等がある場合は、 

①コメント（任意） 
（全半角 250文字以内）を 

入力してください。 

 

入力の完了後、 

仮登録の確認へボタンを 

クリックしてください。 

一括記録請求を行うファイルを 

アップロードします。 
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3． 一括記録請求仮登録確認画面 

 

  

内容を確認し、仮登録を実行します。 

 

入力内容に問題がなければ、 

チェックボックスに 

チェックを入れてください。 

チェックを入れていない場合、 

仮登録の実行はできません。 

 

照会したいサブファイルの 

詳細ボタンをクリックすると、 

対象の一括記録請求明細詳細を 

別ウィンドウで表示します。 

一括記録請求明細詳細については 

P21-5 3-1画面を参照ください。 

 

仮登録の実行ボタンを 

クリックしてください。 

ヒント 

P21-2 2-1画面にて「取引先の 

法人名／個人事業者名を表示する」を 

選択した際に、名称を取得できなかった 

取引先の件数と、 

対象のヘッダ順を表示します。 

詳細 
ボタン押下時 

P21-5 3-1画面 

仮登録の実行 
ボタン押下時 
P21-6 4画面 

 

内容を確認の上、チェックボックスに 

チェックを入れてください。 

チェックを入れていない場合、 

仮登録の実行ができません。 
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3－1．一括記録請求明細詳細画面 

 

                    

  

※１ 

※１ 

※１ 

※１ 

※２ 

※２ 

取引先名の表示 ※１ 

・仮登録および承認の操作中、 

取引先情報として登録されている名称を、 

法人名／個人事業者名として表示します。 

・名称が取得できなかった明細には、「－」を表示しますので、 

取引先情報として登録することを推奨します。 

・承認の実行後には、 

取引先情報が申請時と異なっていないか、ご確認ください。 

お取引先名差分の明示 ※２ 

・承認後の通知から「一括記録請求明細詳細画面」を 

閲覧したとき、お取引先の法人名／個人事業者名について、 

請求申請時の名称と 

でんさいネットに登録されている名称とが異なる場合、 

画面上部に注意喚起メッセージを表示します。 

また、対象明細の法人名／個人事業者名に 

「＊」を表示します。 

・表示された場合、 

お取引先名が最新のものではない可能性がありますので、 

必要に応じて、お取引先の法人名／個人事業者名を 

修正してください。 

一括記録請求による取引において、 

遷移元画面で選択したサブファイルに含まれる 

請求明細を、一覧表示する画面です。 
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4． 一括記録請求仮登録完了画面 

 

                    

 
  

 

印刷ボタンをクリックし、 

帳票を印刷してください。 

印刷した帳票を承認者へ提出し、 

仮登録内容の承認を依頼してください。 

事前準備編『共通機能』 

仮登録を実行したことで、 

請求番号が決定します。 

請求番号は、この請求を 

特定するための番号となりますので 

ご留意ください。 

一括記録請求の仮登録が完了しました。 

※請求の成立は承認者の承認が完了した時点となります。 

承諾対象業務については、承認者が承認し、相手方が承諾することで成立します。 

※請求完了後、でんさいネットにおける請求内容のチェックの結果、エラーとなる場合があります。 

必ず一括記録結果一覧画面、または、通知情報一覧画面から請求結果を確認してください。 

一括記録結果一覧画面からの結果確認の手順については、 

P21-7『一括記録請求結果の照会手順』 

仮登録の完了後、承認者へ承認依頼通知が送信されます。 

承認者の手順については、基本編『承認／差戻しの手順』 
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ログイン後、トップ画面の債権一括請求タブをクリックしてください。 

1． 一括記録メニュー画面 

 

 

                    

  

一括記録請求結果の照会手順 

 

結果一覧・予約取消ボタンを 

クリックしてください。 
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2． 一括記録結果一覧画面 

   

 

 

 

① 
② 
③ 
④ 

⑤ 

⑥ 
⑦ 
⑧ 
⑨ 
⑩  

検索ボタンを 

クリックすると、検索結果を 

一覧表示します。 

検索条件の下記項目を 

入力し、検索します。 

（複数入力可） 

①支店コード 

②口座種別 

③口座番号 

④請求番号 

⑤請求日 

⑥担当者名 

⑦承認者名 

⑧請求結果 

⑨ダウンロード 

 

決済口座で検索する場合、 

決済口座選択ボタンを 

クリックし、 

口座を選択すると、 

①～③が表示されます。 

 

【エラー（連鎖）のみ 

再請求する場合】 

登録ボタンを 

クリックしてください。 

入力項目の詳細は 
次ページに記載しています。 

 

ファイルを直接開きたい 

場合は開くボタンを 

クリックしてください。 

 

保存する場合は 

保存ボタンをクリックして 

所定の場所に 

保存してください。 

 

請求ファイル 

（共通フォーマット形式）を 

ダウンロードすることが 

できます。 

請求ファイルダウンロード  

ボタンを 

クリックしてください。 

クリックすると、 

ファイルのダウンロードを 

ポップアップ表示します。※2 

 

エラーファイル 

（共通フォーマット形式）を 

ダウンロードすることが 

できます。 

エラーファイルダウンロード  

ボタンを 

クリックしてください。 

クリックすると、 

ファイルのダウンロードを 

ポップアップ表示します。※2  

ファイルフォーマットの 

詳細については、 

付録 

『一括記録請求結果ファイル 

（共通フォーマット形式）』 

ご注意事項 
※1 ：一括記録請求が正常の場合に表示されます。 
※2 ：一括記録請求がエラーの場合に表示されます。 

 

照会したい 

一括記録請求の 

詳細ボタンを 

クリックすると、対象の 

一括記録請求情報を 

別ウィンドウで表示します。 

 

⑩区分 

区分のチェックボックスに 

チェックを入れてください。 

 

請求結果ファイル 

（共通フォーマット形式）を 

ダウンロードすることが 

できます。 

結果ファイルダウンロード 

ボタンを 

クリックしてください。 

クリックすると、 

ファイルのダウンロードを 

ポップアップ表示します。※1 

ファイルフォーマットの 

詳細については、 

付録 

『一括記録請求結果ファイル 

（共通フォーマット形式）』 

 通知情報一覧からの請求結果の確認 

通知情報一覧からも、 

一括記録請求の結果を確認することができます。 
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●入力項目一覧表 

 検索条件 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意 
内容・入力例 

① 支店コード 半角数字（3） 任意 入力例＝「123」 

② 口座種別 － 任意 ラジオボタンにて選択する。 

③ 口座番号 半角数字（7） 任意 入力例＝「1234567」 

④ 請求番号 半角英数字（20） 任意 
入力例＝「DEF98765432109876543」 

英字については大文字のみ入力可能。 

⑤ 請求日 （YYYY/MM/DD） 任意 本日以前を指定 

⑥ 担当者名 全角文字(96) 任意 入力例＝でんさい花子 

⑦ 承認者名 全角文字(96) 任意 入力例＝でんさい太郎 

⑧ 請求結果 － 任意 ラジオボタンにて選択する。 

⑨ ダウンロード － 任意 ラジオボタンにて選択する。 

⑩ 区分 － 任意 チェックボックスにて選択する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

再請求 

エラーとなった一括記録について、エラー（連鎖）の明細のみ再請求することができます。 
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ログイン後、トップ画面の債権一括請求タブをクリックしてください。 

1． 一括記録メニュー画面 

 

  

一括記録予約請求の取消手順 

 

結果一覧・予約取消ボタンを 

クリックしてください。 
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2． 一括記録結果一覧画面 

 

  

① 
② 
③ 
④ 

⑤ 

⑥ 
⑦ 
⑧ 
⑨ 
⑩  

検索ボタンを 

クリックすると、 

検索結果を 

一覧表示します。 

検索条件の下記項目を 

入力し、検索します。 

（複数入力可） 

①支店コード 

②口座種別 

③口座番号 

④請求番号 

⑤請求日 

⑥担当者名 

⑦承認者名 

⑧請求結果 

⑨ダウンロード 

 

決済口座で 

検索する場合、 

決済口座選択ボタンを 

クリックし、 

口座を選択すると、 

①～③が表示されます。 

 

照会したい 

一括記録請求の 

詳細ボタンを 

クリックすると、対象の 

一括記録請求情報を 

別ウィンドウで 

表示します。 

 

⑩区分 

区分のチェックボックスに 

チェックを入れてください。 

 

取消ボタンを 

クリックしてください。 
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●入力項目一覧表 

 検索条件 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意 
内容・入力例 

① 支店コード 半角数字（3） 任意 入力例＝「123」 

② 口座種別 － 任意 ラジオボタンにて選択する。 

③ 口座番号 半角数字（7） 任意 入力例＝「1234567」 

④ 請求番号 半角英数字（20） 任意 
入力例＝「DEF98765432109876543」 

英字については大文字のみ入力可能。 

⑤ 請求日 （YYYY/MM/DD） 任意 本日以前を指定 

⑥ 担当者名 全角文字(96) 任意 入力例＝でんさい花子 

⑦ 承認者名 全角文字(96) 任意 入力例＝でんさい太郎 

⑧ 請求結果 － 任意 ラジオボタンにて選択する。 

⑨ ダウンロード － 任意 ラジオボタンにて選択する。 

⑩ 区分 － 任意 チェックボックスにて選択する。 
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3． 一括記録予約取消請求仮登録画面 

 

  

 

照会したいサブファイルの 

詳細ボタンを 

クリックすると、対象の 

一括記録請求明細詳細を 

別ウィンドウで 

表示します。 

 

予約取消をする場合は、 

取消を行うサブファイルの 

チェックボックスに 

チェックを入れてください。 

 

全選択ボタンを 

クリックすると、 

取消可能な 

サブファイルの 

チェックボックス全てに 

チェックが入ります。 

 

仮登録の確認へボタンを 

クリックしてください。 

0 
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4． 一括記録予約取消請求仮登録確認画面 

 

  

 

照会したいサブファイルの 

詳細ボタンを 

クリックすると、対象の 

一括記録請求明細詳細を 

別ウィンドウで 

表示します。 

 

一括記録予約の 

取消内容を確認のうえ、 

チェックボックスに 

チェックを入れてください。 

 

仮登録依頼の実行  
ボタンを 

クリックしてください。 

0 
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5． 一括記録予約取消請求仮登録依頼完了画面 

 

                    

 

  

一括記録予約取消請求の仮登録依頼が完了しました。 

※請求の成立は承認者の承認が完了した時点となります。 

※請求完了後、でんさいネットにおける請求内容のチェックの結果、 

エラーとなる場合があります。 

必ず一括記録結果一覧画面、または、通知情報一覧画面から請求結果を確認してください。 

一括記録結果一覧画面からの結果確認の手順については、 

P21-7『一括記録請求結果の照会手順』 

仮登録の完了後、承認者へ承認依頼通知が送信されます。 

承認者の手順については、基本編『承認／差戻しの手順』 

※一括記録予約取消請求における、承認者の動作は承認／削除となります。 
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ログイン後、トップ画面の債権一括請求タブをクリックしてください。 

1． 一括記録メニュー画面 

 
2－1．一括記録請求（導入テスト）画面 

  

一括記録請求の導入テスト手順 

本テスト機能で確認できるのは、 

ファイルの正当性のみです。 

テストで正当性を確認したファイルで 

あっても、相手先の利用ステータス 

（指定許可利用等）により記録請求が 

エラーとなる場合があります。 

 

テストボタンをクリックしてください。 

画面がポップ

アップします。 

 

アップロードするファイルを選択し、 

開くボタンをクリックしてください。 

一括記録請求の導入テストを行う 

共通フォーマット形式※1 

固定長ファイルをアップロードします。 

※1 

共通フォーマット形式 

（全銀協の標準化ＷＧ規定） 

レコード長：250バイト 

項目：取引相手利用者番号、記録番号 

等 

複数種類の請求を同一ファイルに 

収容可（発生、譲渡、分割の混在可能） 

付録『一括記録請求ファイル 

（共通フォーマット形式）』 

 

アップロードするファイルを 

選択するために、 

参照ボタンをクリックしてください。 

アップロードするファイルの選択を 

ポップアップ表示します。 

 

①取引先名の表示（任意） 
一括記録請求の明細に 

取引先の名前を表示する場合は、 

チェックボックスに 

チェックを入れてください。 

① 
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2－2．一括記録請求（導入テスト）画面 

 

                    

  

 

選択したファイル名称が 

反映されたことを確認してください。 

 
テストを実行しない場合は、 

キャンセルボタンをクリックしてください。 

 

入力の完了後、テストの実行ボタンを 

クリックしてください。 

確認ダイアログが表示されますので、 

実行する場合は、 

OK ボタンをクリックしてください。 

●●● 
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3． 一括記録請求（導入テスト）完了画面 

 

  

一括記録請求の導入テストが完了しました。 

※一括記録請求の導入テストでは、 

仮登録は実施されませんので、 

承認者による承認／差戻しは不要です。 

必要に応じて一括記録請求を実施してください。 

P21-2『一括記録ファイルのアップロード手順』 

 
照会したい 

サブファイルの 

詳細ボタンを 

クリックすると、対象の 

一括記録請求 

明細詳細を 

別ウィンドウで 

表示します。 

 
印刷ボタンを 

クリックし、 

帳票を印刷 

してください。 

ヒント 

P21-16 2-1 画面にて

「取引先の法人名／ 

個人事業者名を 

表示する」を 

選択した際に、名称を 

取得できなかった 

取引先の件数と、 

対象のヘッダ順を 

表示します。 

取引先情報として登録されている名称を、 

法人名／個人事業者名として表示します。 

名称が取得できなかった明細には、 

「－」を表示しますので、 

取引先情報として登録することを推奨します。 
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実際の一括記録請求と導入テストのチェックにおける差異 

項番 状態 一括記録請求とのチェックの差異 

1  

一括記録請求のファイルについて、明細の件数が 

上限件数を超過している場合。 

同期による一括記録請求では、上限値として１，０

００件未満の値を設定している場合、当該上限値を

超える明細は登録できませんが、導入テストでは

当該上限値にかかわらず、１，０００件を上限としま

す。 

2  

でんさいネットの時間外エラーで不成立となる時間

帯に、当日請求を実施している場合。 

一括記録請求では、でんさいネットにてエラーとな

らないよう事前に取引時限チェックを実施していま

すが、導入テストではでんさいネットへ請求を行わ

ないため、当該チェックを実施しません。 

3  

一回の記録請求で、承認者が取り扱い可能な上限

金額を制限している場合。 

一括記録請求では、承認者の取引限度額を超過し

た請求は取引できませんが、導入テストでは取引

が可能です。 

4  

一括記録請求の承認操作において、承認者の指

定を必要とする設定をしている場合。 

承認者の指定は不要です。 
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 ログイン後、トップ画面のその他請求タブをクリックしてください。 

1． その他請求メニュー画面 

 

                    

 

2． 保証記録メニュー画面 

 

                    

  

保証記録 

概要 

保有している電子記録債権に保証人を追加することができます。 

ただし、承諾依頼通知日から記録予定日の5銀行営業日後（記録予定日当日含む）までの間に、 

相手方からの承諾回答が必要です。 

否認された場合または、 

上記期間内に相手方からの回答がない場合は無効（みなし否認）となります。 

担当者は必要な項目を入力し、仮登録を行います。 

承認者が仮登録を承認することで相手方に対象の電子記録債権の保証の承諾を依頼します。 

事前準備 

保証を依頼する相手方の情報を事前に準備してください。 

保証人を追加する債権の債権情報を事前に準備してください。 

 

保証記録ボタンをクリックしてください。 

 

登録ボタンをクリックしてください。 
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3． 保証記録請求対象債権検索画面 

 

                     

 

保証記録請求する債権を 

特定し、選択します。 

【記録番号で検索する場合】 

④検索方法選択の 

「記録番号による検索」を 

選択してください。 

⑤記録番号を 

入力してください。 

 

【記録番号以外で 

検索する場合】 

④検索方法選択の 

「詳細条件による検索」を 

選択してください。 

検索条件の下記項目を 

入力し、検索します。 

（複数入力可） 

⑥債権金額（円） 

⑦支払期日 

⑧信託記録有無 

⑨金融機関コード 

⑩支店コード 

⑪口座種別 

⑫口座番号 

 

【取引先を 

登録している場合】 

取引先選択ボタンを 

クリックし、 

債務者に指定する 

取引先を選択すると、 

⑨～⑫が表示されます。 

F 事前準備編『共通機能』 

 

検索ボタンを 

クリックすると、検索結果を 

一覧表示します。 

 

詳細ボタンを 

クリックすると、対象債権の 

詳細情報を別ウィンドウで 

表示します。 

取引先登録 

取引先を事前に 

登録しておくことで 

入力を省略できます。 

取引先の登録方法は 

F 基本編『取引先管理』 

 

請求対象の債権を確認後、 

選択ボタンを 

クリックしてください。 

 

 

決済口座選択ボタンを 

クリックし、取引に利用する 

決済口座を選択すると 

①～③が表示されます。 

F 事前準備編『共通機能』 
① 
② 
③ 

④ 

⑤ 

⑥ 
⑦ 
⑧ 

⑨ 

⑪ 
⑫ 

⑩ 
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●入力項目一覧表 

 決済口座情報（請求者情報） 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意 
内容・入力例 

① 支店コード 半角数字（3） 必須 入力例＝「012」 

② 口座種別 － 必須 ラジオボタンにて選択する。 

③ 口座番号 半角数字（7） 必須 入力例＝「0123456」 

 

 検索条件 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意 
内容・入力例 

④ 検索方法選択 － 必須 

ラジオボタンにて選択する。 

「記録番号による検索」または「詳細条件による検索」

を選択する。 

 

 記録番号検索条件（記録番号で検索する場合、指定する） 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意 
内容・入力例 

⑤ 記録番号 半角英数字（20） 任意 

検索方法選択が「記録番号による検索」の場合、必須

入力。 

入力例＝「ABC45678901234567890」 

英字については大文字のみ入力可能。 

 

 詳細検索条件（金額、期日、信託記録有無、債務者口座情報で絞り込みができます。） 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意 
内容・入力例 

⑥ 債権金額（円） 半角数字（10） 任意 
1 円以上、99 億 9999 万 9999円以下で指定が可能。 

入力例＝「1234567890」 

⑦ 支払期日 （YYYY/MM/DD） 任意 入力例＝「2011/05/11」 

⑧ 信託記録有無 － 任意 ラジオボタンにて選択する。 

 

 債務者情報（相手方情報） 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意 
内容・入力例 

⑨ 
金融機関 

コード 
半角数字（4） 任意 入力例＝「9876」 

⑩ 支店コード 半角数字（3） 任意 入力例＝「987」 

⑪ 口座種別 － 任意 ラジオボタンにて選択する。 

⑫ 口座番号 半角数字（7） 任意 入力例＝「9876543」 

 

 

 



22-4 

                    

4． 保証記録請求仮登録画面 

 
  

※2  利用者番号の入力は必要ありません。 

保証記録の仮登録情報を入力します。 

必要に応じて、 

①請求者 Ref.No.（任意） 
（半角英数字 40 桁以内）※1 

を入力してください。 

※1 ：英字については大文字のみ 

入力可能です。記号については 

 . ( ) - のみ入力可能です。 

承認者へ連絡事項等がある場合は、 

⑧コメント（任意） 
（全半角 250 文字以内） 
を入力してください。 

 
【取引先を登録していない場合】 

直接入力チェックボックスにチェックを 

入れ、保証人情報（請求先情報）の 

②利用者番号（半角英数字 9 桁）※2 
③金融機関コード（半角数字 4 桁） 
④支店コード（半角数字 3 桁） 
⑤口座種別 
⑥口座番号（半角数字 7 桁） 
⑦取引先登録名（全角 60 文字以内） 
を入力してください。 

 

 
入力の完了後、 

仮登録の確認へボタンを 

クリックしてください。 

 
【取引先を登録している場合】 

取引先選択ボタンをクリックし、 

保証人に指定する取引先を 

選択すると、②～⑦が表示されます。 

F 事前準備編『共通機能』 

請求者 Ref.No. 

お客様とお取引先とで請求を 

管理するためのフリー入力欄です。 

注文書番号や請求書番号の 

入力が可能です。 

取引先登録 

取引先を事前に登録しておくことで 

入力を省略できます。 

取引先の登録方法は 

F 基本編『取引先管理』 

⑧ 

① 

② 
③ 
④ 
⑤ 
⑥ 
⑦ 
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5． 保証記録請求仮登録確認画面 

 

                    

 

6． 保証記録請求仮登録完了画面 

 

 

                    

 

 

 

表示内容を確認の上、 

チェックボックスに 

チェックを入れてください。 

チェックを入れていない場合、 

仮登録の実行はできません。 

 

仮登録の実行ボタンを 

クリックしてください。 

内容を確認し、仮登録を実行します。 

 

 

印刷ボタンをクリックし、 

帳票を印刷してください。 

印刷した帳票を承認者へ提出し、 

仮登録内容の承認を依頼してください。 

F 事前準備編『共通機能』 

仮登録を実行したことで、 

請求番号が決定します。 

請求番号は、この請求を 

特定するための番号となりますので 

ご留意ください。 

仮登録の完了となります。 

※請求は仮登録後、承認者が承認し、相手方が承諾することで成立します。 

仮登録の完了後、承認者へ承認依頼通知が送信されます。 

承認者の手順については、F 基本編『承認／差戻しの手順』 
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 ログイン後、トップ画面のその他請求タブをクリックしてください。 

1． その他請求メニュー画面 

 

                    

2． 変更記録メニュー画面 

 

                     

変更記録 

概要 

 「支払期日」、「債権金額」、「譲渡制限有無」を変更または、債権を削除する場合は、 

変更記録請求を行います。 

変更記録請求が可能なのは、 

（譲渡記録や保証記録等がない）発生記録のみの電子記録債権です。 

担当者は必要な項目を入力し、仮登録を行います。承認者が仮登録を承認することで 

相手方に自身が保有している電子記録債権の変更の承諾を依頼します。 

変更記録請求は、対象債権の債権者、もしくは、債務者から請求が可能です。 

ただし、承諾依頼通知日から記録予定日の5銀行営業日後（記録予定日当日含む）までの間に 

相手方からの承諾回答が必要です。 

否認された場合または、上記期間内に相手方からの回答がない場合は 

無効（みなし否認）となります。 

事前準備 

変更または削除する債権の債権情報を事前に準備してください。 

 

変更記録ボタンをクリックしてください。 

 

登録ボタンをクリックしてください。 
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3． 変更記録請求対象債権検索画面 

 

                    

  

 

① 
② 
③ 

④ 

⑤ 

⑥ 
⑦ 
⑧ 
⑨ 

⑩ 
⑪ 
⑫ 
⑬ 

変更記録請求する債権を

検索します。 

 

検索ボタンを 

クリックすると、検索結果を 

一覧表示します。 

 

決済口座選択ボタンを 

クリックし、取引に利用する 

決済口座を選択すると 

①～③が表示されます。 

F事前準備編『共通機能』 

 

詳細ボタンを 

クリックすると、 

対象債権の詳細情報を 

別ウィンドウで表示します。 

取引先登録 

取引先を事前に 

登録しておくことで 

入力を省略できます。 

取引先の登録方法は 

F基本編『取引先管理』 

 

【取引先を 

登録している場合】 

取引先選択ボタンを 

クリックし、 

相手方に指定する 

取引先を選択すると、 

⑩～⑬が表示されます。 

F事前準備編『共通機能』 

【記録番号で検索する場合】 

④検索方法選択の 

「記録番号による検索」を 

選択してください。 

⑤記録番号を 

入力してください。 

 

【記録番号以外で 

検索する場合】 

④検索方法選択の 

「詳細条件による検索」を 

選択してください。 

⑥請求者区分を選択し、 

詳細検索条件の下記項目を 

入力し、検索します。 

（複数入力可） 

⑦債権金額（円） 

⑧支払期日 

⑨信託記録有無 

⑩金融機関コード 

⑪支店コード 

⑫口座種別 

⑬口座番号 

 

請求対象の債権を確認後、 

選択ボタンを 

クリックしてください。 
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●入力項目一覧表 

 決済口座情報（請求者情報） 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意 
内容・入力例 

① 支店コード 半角数字（3） 必須 入力例＝「012」 

② 口座種別 － 必須 ラジオボタンにて選択する。 

③ 口座番号 半角数字（7） 必須 入力例＝「0123456」 

 

 検索条件 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意 
内容・入力例 

④ 検索方法選択 － 必須 

ラジオボタンにて選択する。 

「記録番号による検索」または「詳細条件による検索」

を選択する。 

 

 記録番号検索条件（記録番号で検索する場合、指定する） 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意 
内容・入力例 

⑤ 記録番号 半角英数字（20） 任意 

検索方法選択が「記録番号による検索」の場合、必須

入力。 

入力例＝「ABC45678901234567890」 

英字については大文字のみ入力可能。 

 

 詳細検索条件（金額、期日等で検索する場合、指定する） 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意 
内容・入力例 

⑥ 請求者の立場 － 任意 

ラジオボタンにて選択する。 

検索方法選択が「詳細条件による検索」の場合、必須

入力。 

「債務者」または「債権者」を選択する。 

⑦ 債権金額（円） 半角数字（10） 任意 
1円以上、99億 9999 万 9999円以下で指定が可能。 

入力例＝「1234567890」 

⑧ 支払期日 （YYYY/MM/DD） 任意 入力例＝「2011/05/11」 

⑨ 信託記録有無 － 任意 ラジオボタンにて選択する。 

 

 債務者／債権者情報（相手方情報） 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意 
内容・入力例 

⑩ 
金融機関 

コード 
半角数字（4） 任意 入力例＝「9876」 

⑪ 支店コード 半角数字（3） 任意 入力例＝「987」 

⑫ 口座種別 － 任意 ラジオボタンにて選択する。 

⑬ 口座番号 半角数字（7） 任意 入力例＝「9876543」 
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4． 変更記録請求仮登録画面 

 

                    

  

② 

③ 
④ 
⑤ 
⑥ 

⑦ 

⑧ 

① 

変更記録の仮登録情報を入力します。 

必要に応じて、 

①請求者 Ref.No.（任意） 
（半角英数字 40 桁以内）※1 

を入力してください。 

※1 ：英字については大文字のみ 

入力可能です。記号については 

 . ( ) - のみ入力可能です。 

【債権の削除をする場合】 

②変更内容の 

「債権の削除」を選択してください。 

③～⑥の入力は不要です。 

⑦変更原因（全角 255文字以内）を 

選択してください。 

「その他（テキスト入力）」を選択した 

場合、変更原因を入力してください。 

承認者へ連絡事項等がある場合は、 

⑧コメント（任意） 
（全半角 250 文字以内）を 

入力してください。 

 

入力の完了後、 

仮登録の確認へボタンをクリックしてく

ださい。 

【債権の変更をする場合】 

②変更内容の 

「項目値の変更」を選択してください。 

③変更対象項目で変更を行う項目を 

選択し、選択した項目に変更後の値を 

入力してください。 

④支払期日（ＹＹＹＹ/ＭＭ/ＤＤ） 
⑤債権金額（円）(半角数字10桁以内) 
⑥譲渡制限有無 

請求者 Ref.No. 

お客様とお取引先とで請求を 

管理するためのフリー入力欄です。 

注文書番号や請求書番号の 

入力が可能です。 
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5． 変更記録請求仮登録確認画面 

 

                    

 

6． 変更記録請求仮登録完了画面 

 

                    

 

 

 

表示内容を確認の上、 

チェックボックスに 

チェックを入れてください。 

チェックを入れていない場合、 

仮登録の実行はできません。 

 

仮登録の実行ボタンを 

クリックしてください。 

内容を確認し、仮登録を実行します。 

 

 

印刷ボタンをクリックし、 

帳票を印刷してください。 

印刷した帳票を承認者へ提出し、 

仮登録内容の承認を依頼してください。 

F 事前準備編『共通機能』 

仮登録を実行したことで、 

請求番号が決定します。 

請求番号は、この請求を 

特定するための番号となりますので 

ご留意ください。 

仮登録の完了となります。 

※請求は仮登録後、承認者が承認し、相手方が承諾することで成立します。 

仮登録の完了後、承認者へ承認依頼通知が送信されます。 

承認者の手順については、F 基本編『承認／差戻しの手順』 
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 ログイン後、トップ画面のその他請求タブをクリックしてください。 

1． その他請求メニュー画面 

 

                    

2． 支払等記録メニュー画面 

 

                    

  

支払等記録 

概要 

口座間送金決済以外の方法で決済された場合、支払等記録請求を行うことができます。 

支払等記録請求には、「支払を行ったことによる記録請求」と 

「支払を受けたことによる記録請求」があります。 

担当者は必要な項目を入力し、仮登録を行います。「支払を行ったことによる記録請求」の場合、 

仮登録後、承認者が承認し、相手方が承諾することで成立します。 

①「支払を行ったことによる記録請求」の場合の相手方の承諾は、 

承諾依頼通知日から記録予定日の 5銀行営業日後（記録予定日当日含む）までの間に 

相手方からの承諾回答が必要です。 

否認された場合または、上記期間内に相手方からの回答がない場合は 

無効（みなし否認）となります。 

②「支払を受けたことによる記録請求」の場合、相手方の承諾回答は不要です。 

 

支払等記録ボタンを 

クリックしてください。 

 

登録ボタンをクリックしてください。 
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3． 支払等記録請求対象債権検索画面 

 

                     

 

① 
② 
③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

支払等記録請求する 

債権を特定し、 

選択します。 

⑦ 
⑧ 
⑨ 
⑩ 

⑪ 
⑫ 
⑬ 
⑭ 

 

【取引先を 

登録している場合】 

取引先選択ボタンを 

クリックし、債務者または 

債権者に指定する 

取引先を選択すると、 

⑪～⑭が表示されます。 

F 事前準備編『共通機能』 

 

検索ボタンを 

クリックすると、検索結果を 

一覧表示します。 

 

詳細ボタンを 

クリックすると、対象債権の 

詳細情報を別ウィンドウで 

表示します。 

決済口座情報 

（請求者情報）の 

④請求者区分 

を選択してください。 

取引先登録 

取引先を事前に 

登録しておくことで 

入力を省略できます。 

取引先の登録方法は 

F 基本編『取引先管理』  

請求対象の債権を確認後、 

選択ボタンを 

クリックしてください。 

 

決済口座選択ボタンを 

クリックし、取引に利用する 

決済口座を選択すると 

①～③が表示されます。 

F 事前準備編『共通機能』 

【記録番号で検索する場合】 

⑤検索方法選択の 

「記録番号による検索」を 

選択してください。 

⑥記録番号を 

入力してください。 

 

【記録番号以外で 

検索する場合】 

⑤検索方法選択の 

「詳細条件による検索」を 

選択してください。 

詳細検索条件の下記項目を 

入力し、検索します。 

（複数入力可） 

⑦債権金額(円) 

⑧支払期日 

⑨支払等記録有無 

⑩信託記録有無 

⑪金融機関コード 

⑫支店コード 

⑬口座種別 

⑭口座番号 
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●入力項目一覧表 

 決済口座情報（請求者情報） 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意 
内容・入力例 

① 支店コード 半角数字（3） 必須 入力例＝「012」 

② 口座種別 － 必須 ラジオボタンにて選択する。 

③ 口座番号 半角数字（7） 必須 入力例＝「0123456」 

④ 請求者区分 － 必須 ラジオボタンまたは、プルダウンにて選択する。 

 

 検索条件 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意 
内容・入力例 

⑤ 検索方法選択 － 必須 

ラジオボタンにて選択する。 

「記録番号による検索」または「詳細条件による検索」

を選択する。 

 

 記録番号検索条件（記録番号で検索する場合、指定する） 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意 
内容・入力例 

⑥ 記録番号 半角英数字（20） 任意 

検索方法選択が「記録番号による検索」の場合、必須

入力。 

入力例＝「ABC45678901234567890」 

英字については大文字のみ入力可能。 

 

 詳細検索条件（金額、期日等で検索する場合、指定する） 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意 
内容・入力例 

⑦ 債権金額（円） 半角数字（10） 任意 
1円以上、99億 9999万 9999円以下で指定が可能。 

入力例＝「1234567890」 

⑧ 支払期日 （YYYY/MM/DD） 任意 入力例＝「2011/05/11」 

⑨ 支払等記録有無 － 任意 ラジオボタンにて選択する。 

⑩ 信託記録有無 － 任意 ラジオボタンにて選択する。 

 

 債務者／債権者情報（相手方情報） 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意 
内容・入力例 

⑪ 
金融機関 

コード 
半角数字（4） 任意 入力例＝「9876」 

⑫ 支店コード 半角数字（3） 任意 入力例＝「987」 

⑬ 口座種別 － 任意 ラジオボタンにて選択する。 

⑭ 口座番号 半角数字（7） 任意 入力例＝「9876543」 
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4． 支払等記録請求仮登録画面 

 

  

※2  利用者番号の入力は必要ありません。 

② 
③ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

① 

支払等記録の 

仮登録情報を 

入力します。 

必要に応じて、 

①請求者 Ref.No. 

を入力してください。 

 

入力の完了後、 

仮登録の確認へボタンを

クリックしてください。 

④ 

⑨ 
⑩ 
⑪ 
⑫ 
⑬ 

⑭ 

 

【取引先を 

登録している場合】 

取引先選択ボタンを 

クリックし、指定する 

取引先を選択すると、 

⑧～⑬が表示されます。 

F 事前準備編 

『共通機能』 

 

【取引先を 

登録していない場合】 

直接入力チェックボックス  

にチェックを入れ、 

支払者情報 

（請求先情報）※1／ 

被支払者情報 

（請求先情報）※1の 

⑧利用者番号 

（半角英数字 9桁）※2 

⑨金融機関コード 

⑩支店コード 

⑪口座種別 

⑫口座番号 

⑬取引先登録名 

を入力してください。 

※1：前画面で選択した 

請求者区分が 

「被支払者」の場合、 

●支払者情報 

（請求先情報）が 

表示され、 

「支払者」の場合、 

●被支払者情報 

（請求先情報）が 

表示されます。 

 

②支払日 

を入力してください。 

③支払金額（円）を 

入力してください。 

④費用等（円） 

を入力してください。 

⑤債務消滅原因 

を選択してください。 

⑥正当な利益に係る事由 

を選択してください。 

⑦正当な利益に係る事由 

コメント 

を選択してください。 

取引先登録 

取引先を事前に 

登録しておくことで入力を 

省略できます。 

取引先の登録方法は 

F基本編『取引先管理』 

承認者へ連絡事項等が 

ある場合は、 

⑭コメント 

を入力してください。 
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●入力項目一覧表 

 決済口座情報（請求者情報） 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意 
内容・入力例 

① 請求者 Ref.No. 半角英数字（40） 任意 

お客様とお取引先とで請求を管理するためのフリー入

力欄。注文書番号や請求書番号の入力が可能。 

英字については大文字のみ入力可能。 

記号については . ( ) - のみ入力可能。 

 

 支払等記録情報 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意 
内容・入力例 

② 支払日 （YYYY/MM/DD） 必須 入力例＝「2011/05/11」 

③ 支払金額（円） 半角数字（10） 必須 

1円以上、99億 9999万 9999円以下で指定が可能。 

期日前弁済の場合は債務全額のみ可能。 

入力例＝「1234567890」 

④ 費用等（円） 半角数字（10） 任意 

0円以上、99億 9999万 9999円以下で指定が可能。 

入力例＝「1234567890」 

【支払を行ったことによる記録請求の場合】 

「請求者区分」が「保証人として、債権の支払を行ったこと

による記録請求。」を選択した場合、任意入力。 

【支払を受けたことによる記録請求の場合】 

「支払者情報」に債務者以外の情報を入力する場合、

任意入力。 

⑤ 債務消滅原因 全角文字（255） 必須 プルダウンにて選択する。 

⑥ 
正当な利益に係る

事由 
－ 任意 

ラジオボタンにて選択する。 

【支払を受けたことによる記録請求の場合】 

「支払者情報」に第三者の情報を入力する場合のみ、

必須入力。 

⑦ 
正当な利益に係る

事由コメント 
全角文字（255） 任意 

正当な利益に係る事由が「その他（テキスト入力）」の

場合、必須入力。 

⑧ 利用者番号 半角英数字（9） - 入力する必要はありません。 

⑨ 
金融機関 

コード 
半角数字（4） 必須 入力例＝「9876」 

⑩ 支店コード 半角数字（3） 必須 入力例＝「987」 

⑪ 口座種別 － 必須 ラジオボタンにて選択する。 

⑫ 口座番号 半角数字（7） 必須 入力例＝「9876543」 

⑬ 取引先登録名 全角文字（60） 任意 
入力例＝「株式会社 電子記録債権」 

「直接入力」にチェックを入れた場合は必須入力。 

 

 申請情報 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意 
内容・入力例 

⑭ コメント 全半角文字（250） 任意 

承認者への連絡事項等を入力するためのフリー入力

欄。 

入力例＝「承認をお願いします。」 
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5． 支払等記録請求仮登録確認画面 

 

                    

  

 

 

仮登録の実行ボタンを 

クリックしてください。 

内容を確認し、仮登録を実行します。 

 

表示内容を確認の上、 

チェックボックスに 

チェックを入れてください。 

チェックを入れていない場合、 

仮登録の実行はできません。 
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6． 支払等記録請求仮登録完了画面 

 

                    

 

 

 

 

 

印刷ボタンをクリックし、 

帳票を印刷してください。 

印刷した帳票を承認者へ提出し、 

仮登録内容の承認を依頼してください。 

F 事前準備編『共通機能』 

仮登録を実行したことで、 

請求番号が決定します。 

請求番号は、この請求を 

特定するための番号となりますので 

ご留意ください。 

仮登録の完了となります。 

※「支払を行ったことによる記録請求」の場合、仮登録後、承認者が承認し、 

相手方が承諾することで成立します。 

「支払を受けたことによる記録請求」の場合、相手方の承諾回答は不要です。 

仮登録の完了後、承認者へ承認依頼通知が送信されます。 

承認者の手順については、F 基本編『承認／差戻しの手順』 
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 ログイン後、トップ画面の管理業務タブをクリックしてください。 

1． 管理業務メニュー画面 

 

 

                    

2． 指定許可管理メニュー画面 

 

                     

指定許可管理 
 

概要 

記録請求を受け付けるお取引先を限定する機能です。 

指定許可機能を「利用する」としている場合、 

各記録請求の受け付けをしたいお取引先の利用者情報を事前に登録しておく必要があります。 

初期状態では、すべてのお取引先からの記録請求を受け付けしない状態となっています。 

担当者は必要な項目を入力し、仮登録を行います。 

承認者が仮登録を承認することで指定許可登録が完了します。 

事前準備 

取引先の情報を事前に準備してください。 

指定許可登録 

 

指定許可管理ボタンを 

クリックしてください。 

 

指定許可制限設定ボタンを 

クリックしてください。 
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3． 指定許可制限設定仮登録画面 

 
 

 

 

  

③ 

④ 

① 
② 

指定許可先を追加します。 

 

詳細ボタンをクリックすると、 

指定許可先情報を 

別ウィンドウで表示します。 

 

決済口座選択ボタンをクリックし、 

取引に利用する決済口座を選択すると 

①～③が表示されます。 

F 事前準備編『共通機能』 

 

【指定許可先を追加する場合】 

指定許可先追加ボタンをクリックし、 

次画面にて『指定許可先情報』 

『指定許可業務』を設定してください。 

 

【指定許可先の取消をする場合】 

取消ボタンをクリックし、次画面にて 

解除する『指定許可取引』を 

設定してください。 

承認者へ連絡事項等がある場合は、 

④コメント（任意） 
（全半角 250文字以内）を 

入力してください。 

 

入力の完了後、 

仮登録の確認へボタンを 

クリックしてください。 

指定許可先追加ボタン 

押下時 

FP25-3 4画面 

 

取消ボタン 

押下時 

FP25-3 5画面 

仮登録の確認へボタン 

押下時 

FP25-4 6画面 
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【指定許可先を追加する場合】 

4． 指定許可制限設定情報編集画面 

 

【指定許可先の取消をする場合】 

5． 指定許可制限設定情報編集画面 

 

  

① 

② 
③ 
④ 
⑤ 
⑥ 

※1  利用者番号の入力は必要ありません。 

指定許可先を追加します。 

 

【取引先を登録している場合】 

取引先選択ボタンをクリックし、 

指定する取引先を選択すると、 

①～⑤が表示されます。 

F 事前準備編『共通機能』 

 
【取引先を登録していない場合】 

指定許可先情報の 

①利用者番号（半角英数字 9 桁）※１ 
②金融機関コード（半角数字 4 桁） 
③支店コード（半角数字 3 桁） 
④口座種別 
⑤口座番号（半角数字 7桁） 
⑥登録名（任意）（全角 60 文字以内） 
を入力してください。 

 

許可する対象業務のチェックボックス
にチェックを入れてください。 

 

入力の反映ボタンをクリックすると 

前画面に戻り、指定許可先情報の 

一覧に反映します。 

 

取消の反映ボタンをクリックすると 

前画面に戻り、指定許可先情報の 

一覧に反映します。 

取引先登録 

取引先を事前に登録しておくことで 

入力を省略できます。 

取引先の登録方法は 

F 基本編『取引先管理』 
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6． 指定許可制限設定仮登録確認画面 

 

                    

7． 指定許可制限設定仮登録完了画面 

 

                    

 

  

 

 

入力内容に問題がなければ、 

チェックボックスに 

チェックを入れてください。 

チェックを入れていない場合、 

仮登録の実行はできません。 

 

仮登録の実行ボタンを 

クリックしてください。 

内容を確認し、仮登録を実行します。 

 

 

印刷ボタンをクリックし、 

帳票を印刷してください。 

印刷した帳票を承認者へ提出し、 

仮登録内容の承認を依頼してください。 

F 事前準備編『共通機能』 

仮登録を実行したことで、 

請求番号が決定します。 

請求番号は、この請求を 

特定するための番号となりますので 

ご留意ください。 

仮登録の完了となります。 

※請求の完了は承認者の承認が完了した時点となります。 

仮登録の完了後、承認者へ承認依頼通知が送信されます。 

承認者の手順については、F 基本編『承認／差戻しの手順』 
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 ログイン後、トップ画面の管理業務タブをクリックしてください。 

1． 管理業務メニュー画面 

 

                    

 

 

2． 指定許可管理メニュー画面 

 

                    

  

指定許可変更・解除 

 

指定許可管理ボタンを 

クリックしてください。 

 

指定許可制限設定の変更・解除  
ボタンをクリックしてください。 
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3． 指定許可先検索画面 

 

 

                     

① 
② 
③ 

 

決済口座選択ボタンをクリックし、 

取引に利用する決済口座を選択すると 

①～③が表示されます。 

F 事前準備編『共通機能』 

 

 

詳細ボタンをクリックすると、 

指定許可先情報を 

別ウィンドウで表示します。 

 

仮登録ボタンをクリックしてください。 

 

検索ボタンをクリックすると、 

検索結果を一覧表示します。 
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4． 指定許可制限解除仮登録画面 

 

         

  

 

【指定許可先の変更を取り消す場合】 

取消ボタンをクリックし、次画面にて 

変更を取り消す『指定許可取引』を 

設定してください。 

 

 

【指定許可先の変更をする場合】 

選択ボタンをクリックし、次画面にて 

解除する『指定許可取引』を 

設定してください。 

 

選択ボタン 

押下時 

FP25-8 5画面 

 

取消ボタン 

押下時 

FP25-8 6画面 
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【指定許可先の変更をする場合】 

5． 指定許可制限解除情報編集画面 

 
【指定許可先の解除をする場合】 

6． 指定許可制限解除情報編集画面 

 

                    

  

※1  利用者番号の入力は必要ありません。 

① 

② 
③ 
④ 
⑤ 
⑥ 

 

入力の反映ボタンをクリックすると 

前画面に戻り、 

指定許可先情報の一覧に反映します。 

 

解除する対象業務のチェックボックス
にチェックを入れてください。 

【取引先を登録していない場合】 

指定許可先情報の 

①利用者番号（半角英数字 9 桁）※１ 
②金融機関コード（半角数字 4 桁） 
③支店コード（半角数字 3 桁） 
④口座種別 
⑤口座番号（半角数字 7桁） 
⑥登録名（任意）（全角 60 文字以内） 
を入力してください。 

 

【取引先を登録している場合】 

取引先選択ボタンをクリックし、 

指定する取引先を選択すると、 

①～⑤が表示されます。 

F 事前準備編『共通機能』 

 

 

取消の反映ボタンをクリックすると 

前画面に戻り、 

指定許可先情報の一覧に反映します。 
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7． 指定許可制限解除仮登録確認画面 

 

                    

  

 

入力内容に問題がなければ、 

チェックボックスに 

チェックを入れてください。 

チェックを入れていない場合、 

仮登録の実行はできません。 

 

 

仮登録の実行ボタンを 

クリックしてください。 
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8． 指定許可制限解除仮登録完了画面 

 

                    

 

 

仮登録を実行したことで、 

請求番号が決定します。 

請求番号は、この請求を 

特定するための番号となりますので 

ご留意ください。 

 

印刷ボタンをクリックし、 

帳票を印刷してください。 

印刷した帳票を承認者へ提出し、 

仮登録内容の承認を依頼してください。 

F 事前準備編『共通機能』 

仮登録の完了となります。 

※請求の完了は承認者の承認が完了した時点となります。 

仮登録の完了後、承認者へ承認依頼通知が送信されます。 

承認者の手順については、F 基本編『承認／差戻しの手順』 
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 ログイン後、トップ画面の管理業務タブをクリックしてください。 

1． 管理業務メニュー画面 

 

 

2．  取引履歴照会メニュー画面 

 

  

取引履歴照会 

概要 

過去の取引を照会することができます。 

当日を含めた過去 92日間の範囲で照会が可能です。 

一覧で照会できる件数の上限は 2000件です。 

取引履歴照会を行うには、取引履歴照会権限と権限のある口座の範囲内で照会可能です。 

取引履歴照会を共通フォーマット・配信 1形式ファイルでダウンロードする場合は、 

債権情報照会タブから行います。 

F 応用編『債権情報（受取債権／入金予定／支払予定）の照会』 

取引履歴照会の手順 

 

取引履歴照会ボタンを 

クリックしてください。 

 

取引履歴一覧ボタンを 

クリックしてください。 
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3． 取引履歴一覧画面 

 

  

① 
② 
③ 
④ 
⑤ 

⑥ 
⑦ 

⑧ 
⑨ 
⑩ 
⑪ 
⑫ 

⑬ 

 

 

照会したい取引の 

①取扱日 

を入力してください。 

【検索結果を絞り込む場合】 

検索条件の 

②記録番号 

③請求番号 

④依頼番号 

（一括依頼番号） 

⑤請求者 Ref.No.  

⑥業務名 

を入力してください。 

 

検索ボタンを 

クリックすると、 

検索結果を 

一覧表示します。 

 

決済口座選択ボタンを 

クリックし、取引に利用する 

決済口座を選択すると 

⑧～⑪が表示されます。 

F 事前準備編『共通機能』 

 

詳細ボタンを 

クリックすると、 

対象取引の詳細情報を 

別ウィンドウで表示します。 

 

⑦Ｉ／Ｆ種別 

Ｉ／Ｆ種別の 

チェックボックスに 

チェックを入れてください。 

⑧支店コード 

⑨支店名 

を入力してください。 

 

⑩口座種別 

口座種別の 

チェックボックスに 

チェックを入れてください。 

⑪口座番号 

⑫担当者名 

⑬承認者名 

を入力してください。 
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●入力項目一覧表 

 検索条件 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意 
内容・入力例 

① 取扱日 （YYYY/MM/DD） 必須 
当日を含めた過去 92 日間の範囲で指定可能とする。 

入力例＝「2011/05/11」 

② 記録番号 半角英数字（20） 任意 
入力例＝「ABC45678901234567890」 

英字については大文字のみ入力可能。 

③ 請求番号 半角英数字（20） 任意 
入力例＝「DEF98765432109876543」 

英字については大文字のみ入力可能。 

④ 
依頼番号 

（一括依頼番号） 
半角数字（22） 任意 入力例＝「1234567890123456789012」 

⑤ 請求者 Ref.No. 半角英数字（40） 任意 

お客様とお取引先とで請求を管理するためのフリー入

力欄。注文書番号や請求書番号の入力が可能。 

英字については大文字のみ入力可能。 

記号については . ( ) - のみ入力可能。 

⑥ 業務名 － 任意 プルダウンにて選択する。 

⑦ Ｉ/Ｆ種別 － 任意 ラジオボタンにて選択する。 

⑧ 支店コード 半角数字（3） 任意 入力例＝「012」 

⑨ 支店名 全角文字（100） 任意 入力例＝東京支店 

⑩ 口座種別 － 任意 ラジオボタンにて選択する。 

⑪ 口座番号 半角数字（7） 任意 入力例＝「0123456」 

⑫ 担当者名 全半角文字（96） 任意 
半角は 96文字以内、全角の入力も可能で全角 1文字

は半角の 2 文字分となる。 

⑬ 承認者名 全半角文字（96） 任意 
半角は 96文字以内、全角の入力も可能で全角 1文字

は半角の 2 文字分となる。 
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 ログイン後、トップ画面の管理業務タブをクリックしてください。 

1. 管理業務メニュー画面 

 

                    

 

2. 操作履歴照会メニュー画面 

 

 

                    

  

操作履歴照会 

概要 

過去の操作履歴を照会することができます。 

当日を含めた過去 92日間の範囲で照会が可能です。 

一覧で照会できる件数の上限は 2,000件です。 

操作履歴をファイル（ＣＳＶ形式）※1でダウンロードすることができます。 

※1 ＣＳＶ形式のファイルフォーマットについては、付録『操作履歴ファイル（ＣＳＶ形式）』 

操作履歴照会権限を持つユーザは、全ユーザの操作履歴を照会することができます。 

操作履歴照会権限を持たないユーザは、自分自身の操作履歴のみ照会できます。 

 

操作履歴照会ボタンを 

クリックしてください。 

 

企業操作履歴ボタンを 

クリックしてください。 
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3. 企業操作履歴照会画面 

 

                    

 

② 

① 

③ 
④ 
⑤ 

検索条件を入力し、 

操作履歴を検索します。 

照会したい操作の 

①操作日時 

(YYYY/MM/DD) 

(HH:MM) 

を入力してください。 

当日を含めた 

過去 92 日間の範囲で 

指定が可能です。 

【検索結果を 

絞り込む場合】 

検索結果を 

絞り込みたい場合は、 

②ログインＩＤ(任意) 

（半角 30 文字以内） 

③ＩＰアドレス(任意) 

（半角 39 文字以内） 

④業務種別(任意) 

⑤処理結果(任意) 

を入力してください。 

 

検索ボタンを 

クリックすると、検索結果を 

一覧表示します。 

 

ダウンロードボタンを 

クリックしてください。 

操作履歴を 

ファイル（ＣＳＶ形式）で 

ダウンロードすることが 

できます。 

ファイルフォーマットの 

詳細については、 

付録『操作履歴ファイル 

（ＣＳＶ形式）』  

詳細ボタンを 

クリックすると、 

対象取引の詳細情報を 

別ウィンドウで 

表示します。 

 

ファイルを直接 

開きたい場合は 

開くボタンを 

クリックしてください。 

 

保存する場合は 

保存ボタンをクリックして 

任意の場所に 

保存してください。 
画面がポップ

アップします。 

操作履歴照会が完了しました。 



28-1 

 

 

 ログイン後、トップ画面の債権情報照会タブをクリックしてください。 

1． 債権情報照会メニュー画面 

 

                    

2－1．債権照会（開示）条件入力画面 

 

                     

債権照会（開示）／詳細検索 

概要 

決済口座情報や請求者区分（立場）を入力することで詳細検索を行うことができます。 

発生請求を行った債権や保有している債権等の債権照会（開示）ができます。 

照会した債権の履歴情報を照会できます。 

事前準備 

記録番号、支払期日、請求日等が必要です。 

 

債権照会（開示）ボタンを 

クリックしてください。 

請求者情報、検索条件を 

入力し検索します。 

 

全て表示ボタンをクリックすると、 

詳細の検索条件を指定し、 

検索をすることができます。 

全て表示ボタンをクリックせずに、 

請求区分（立場）と支払期日のみで 

簡易条件検索することもできます。 
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2－2．債権照会（開示）条件入力画面 

 

 
 

  

検索方式の 

⑤開示方式・単位 

のいずれかを 

選択してください。 

・「債権情報（記録事項）の

照会」を選択した場合 P28-5 

3 画面へ遷移します。 

・「履歴情報（提供情報）の

照会」を選択した場合 P28-6 

4 画面へ遷移します。 

 

決済口座選択ボタンを 

クリックし、取引に利用する 

決済口座を選択すると 

①～③が表示されます。 

F 事前準備編『共通機能』 

入力項目の詳細は次ページ

に記載しています。 

処理方式の 

④処理方式区分 

を選択してください。 

・「一括予約照会（非同期）」 

を選択した場合 P28-8 

6 画面へ遷移します。 

【記録番号を条件に検索す

る場合】 

⑥記録番号 

を入力してください。 

 

相手先選択ボタンを 

クリックし、 

相手方に指定する取引先を 

選択すると 

⑱～ が表示されます。 

 

検索ボタンを 

クリックしてください。 

【立場/記録請求内容・請求日

を条件に検索する場合】 

⑦請求者区分（立場） 

⑧記録請求内容 

⑨請求日 

⑩債権金額（円） 

⑪支払期日 

⑫相手先区分（相手立場） 

⑬譲渡記録有無 

⑭強制執行等記録有無 

⑮支払等記録有無 

⑯信託記録有無 

⑰期間指定 

を選択または 

入力してください。 

① 
② 
③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑩ 

⑮ 

⑦ 

⑪ 

⑫ 
⑬ 
⑭ 

⑱ 

⑯ 
⑰ 

⑲ 
⑳ 

⑧ 

⑨ 

⑤開示方式・単位にて 

「債権情報（記録事項）の

照会」を選択した場合 

FP28-5 3 画面 

⑤開示方式・単位にて 

「履歴情報（提供情報）の

照会」を選択した場合 

FP28-6 4 画面 

④処理方式区分にて 

「一括予約照会（非同期）」 

を選択した場合 

FP28-8 6 画面 
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●入力項目一覧表 

 決済口座情報（請求者情報） 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意 
内容・入力例 

① 支店コード 半角数字（3） 必須 入力例＝「012」 

② 口座種別 － 必須 ラジオボタンにて選択する。 

③ 口座番号 半角数字（7） 必須 入力例＝「0123456」 

 

 処理方式 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意 
内容・入力例 

④ 処理方式区分 － 必須 ラジオボタンにて選択する。 

 

 検索方式 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意 
内容・入力例 

⑤ 開示方式・単位 － 必須 ラジオボタンにて選択する。 

 

 記録番号開示条件 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意 
内容・入力例 

⑥ 記録番号 半角英数字(20) ※1 
入力例＝「ABC34567890123456789」 

英字については大文字のみ入力可能。 

 

 立場/記録請求内容・請求日開示条件 

No 項目名 属性（桁数） 
必須 

任意 
内容・入力例 

⑦ 
請求者区分 

（立場） 
－ ※1 プルダウンにて選択する。 

⑧ 記録請求内容 － ※1 プルダウンにて選択する。 

⑨ 請求日 （YYYY/MM/DD） ※1 本日以前を指定。（指定可能な期間は 1 ヶ月間以内） 

⑩ 債権金額（円） 半角数字（10） ※1 
1 円以上、99 億 9999 万 9999円以下で指定が可能。 

入力例＝「1234567890」 

⑪ 支払期日 （YYYY/MM/DD） ※1 入力例＝「2012/05/06」 

⑫ 
相手先区分 

（相手立場） 
－ ※1 ラジオボタンにて選択する。 

⑬ 譲渡記録有無 － ※1 ラジオボタンにて選択する。 

⑭ 
強制執行等記録有

無 
－ ※1 ラジオボタンにて選択する。 

⑮ 支払等記録有無 － ※1 ラジオボタンにて選択する。 

⑯ 信託記録有無 － ※1 ラジオボタンにて選択する。 

⑰ 期間指定 － ※1 ラジオボタンにて選択する。 

⑱ 金融機関コード 半角数字（4） ※1 入力例＝「9876」 

⑲ 支店コード 半角数字（3） ※1 入力例＝「987」 

⑳ 口座種別 － ※1 ラジオボタンにて選択する。 

○21  口座番号 半角数字（7） ※1 入力例＝「9876543」 

 

 

 
  

ご注意事項 
※1 ：検索条件の組み合わせにより、必須・任意・入力不可項目が異なります。 

詳細は、FP28-4「検索条件による入力項目表」 
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 検索条件による入力項目表 

入力項目の区分は「処理方式区分」、「開示方式・単位」の入力内容により、入力パターンがわかれます。 

【債権情報(記録事項)の照会の場合】 ................................  

    
【履歴情報(提供情報)の照会の場合】 

    

  

■　決済口座情報（請求者情報）

■　処理方式

■　検索方式

■　記録番号開示条件

■　立場/記録請求内容・請求日開示条件

●相手先区分情報（相手方立場）

金融機関コード

支店コード

口座種別

口座番号 ― ○*1 ○*1

18

19

20

21

― ○*1 ○*1

― ○*1 ○*1

― ○*1 ○*1

13

14

15

16

17 期間指定 ― ○ ○

7

8

9

10

11

12

支払等記録有無 ― ○ ○
信託記録有無 ― ○ ○

譲渡記録有無 ― ○ ○
強制執行等記録有無 ― ○ ○

支払期日*3 ― ○ ◎
相手先区分（相手立場） ― ○ ○

請求日*3 ― ― ―
債権金額（円）*3 ― ○ ○

請求者区分（立場） ― ◎ ◎
記録請求内容 ― ― ―

◎ ― ―

開示方式・単位 ☆ ☆ ☆5

6 記録番号

処理方式区分 ☆ ☆ ☆4

◎ ◎

2

3

支店コード ◎ ◎ ◎
口座種別

口座番号

◎ ◎ ◎
◎

債権情報（記録事項）の照会

請求者区分（立場）を条件に照会

入力項目項番

一括予約照会（非同期）即時照会（同期）

債権情報（記録事項）の照会

記録番号を条件に照会

1

■　決済口座情報（請求者情報）

■　処理方式

■　検索方式

■　記録番号開示条件

■　立場/記録請求内容・請求日開示条件

●相手先区分情報（相手方立場）

金融機関コード

支店コード

口座種別

口座番号21 ― ― ―

19 ― ― ―
20 ― ― ―

18 ― ― ―

16 信託記録有無 ― ― ―
17 期間指定 ― ○ ○

14 強制執行等記録有無 ― ― ―
15 支払等記録有無 ― ― ―

12 相手先区分（相手立場） ― ― ―
13 譲渡記録有無 ― ― ―

10 債権金額（円）*3 ― ○*2 ○*2

11 支払期日*3 ― ○*2 ○*2

8 記録請求内容 ― ◎ ◎
9 請求日*3 ― ◎ ◎

7 請求者区分（立場） ― ― ―

6 記録番号 ◎ ― ―

5 開示方式・単位 ☆ ☆ ☆

4 処理方式区分 ☆ ☆ ☆

2 口座種別 ◎ ◎ ◎
3 口座番号 ◎ ◎ ◎

1 支店コード ◎ ◎ ◎

項番 入力項目

即時照会（同期） 一括予約照会（非同期）

履歴情報（提供情報）の照会

記録番号を条件に照会

履歴情報（提供情報）の照会

請求内容・請求日を条件に照会

【凡例】  ☆：条件項目     ○：任意入力項目 

◎：必須入力項目  －：入力不可項目 

ご注意事項 
※1 ：相手先区分（相手立場）を指定すると入力可能となります。 

なお、いずれか 1項目以上の入力は必須となります。 
※2 ：提供情報開示の場合、発生記録情報の開示を行う場合に限り、 

任意で支払期日と債権金額（円）を指定可能です。 
※3 ：必須入力項目の場合は範囲の双方へ入力が必要、 

任意入力項目の場合は範囲の片方のみの入力も可能です。 



28-5 

【債権情報（記録事項）の照会の場合】 

3． 即時照会結果一覧画面 

 

                    

 

 

 

  

 

 

 

【債権情報（記録事項）の 

照会の場合】 

詳細ボタンを 

クリックすると、対象の 

債権情報を別ウィンドウで 

表示します。 

検索結果を表示し※1、 

記録番号一覧から 

債権を選択します。 

 

【照会結果を一覧形式で 

帳票印刷する場合】 

債権一覧印刷ボタンを 

クリックしてください。 

【照会結果を 

既定の形式で 

帳票印刷する場合】 

開示結果印刷ボタンを 

クリックしてください。 

 

ダウンロード（CSV形式）

ボタンまたは、 

ダウンロード（共通フォー

マット形式）ボタン※2を 

クリックすることで 

開示照会結果を 

ダウンロードすることが 

可能です。 

ファイルフォーマットの 

詳細については、 

F付録 

『開示結果ファイル 

（ＣＳＶ形式）』 

F付録 

『開示結果ファイル 

（共通フォーマット形式）』 

債権照会（開示）／詳細検索の完了となります。対象債権の債権情報を確認してください。 

ご注意事項 
※1 ：即時照会（同期）における開示可能上限件数は 200 件までとなります。 

開示可能上限件数を超過した場合は、検索条件を変更して再検索を行っていただくか、 
一括予約照会を行ってください。 

※2 ：開示方式・単位項目の「債権情報（記録事項）の照会 記録番号を条件に照会」または 
「債権情報（記録事項）の照会 請求者区分（立場）を条件に照会」を選択した場合のみ 
ダウンロード可能です。 
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【履歴情報（提供情報）の照会の場合】 

4． 即時照会結果一覧画面 

 

                    

 

  

 

検索結果を表示し※1、 

記録番号一覧から債権を選択します。 

 

ダウンロード（CSV 形式）ボタンを 

クリックすると開示照会結果を 

ダウンロードすることが可能です。 

ファイルフォーマットの詳細については、 

F付録 
『開示結果ファイル（ＣＳＶ形式）』 
 

 
検索条件表示ボタンをクリックすると、

設定した検索条件を 

表示し確認できます。 

 

【履歴情報（提供情報）の照会の場合】 

選択ボタンをクリックすると、 

当該債権に対する履歴情報を 

表示します。 

 

開示結果印刷ボタンをクリックすると、 

開示結果を帳票印刷できます。 

ご注意事項 
※1 ：即時照会（同期）における開示可能上限件数は 200件までとなります。 

開示可能上限件数を超過した場合は、検索条件を変更して再検索を行っていただくか、 
一括予約照会を行ってください。 
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5． 履歴情報（提供情報）一覧画面 

 

                    

 

 開示結果の還元方法 

開示方式・単位 処理方式区分 還元方法 

債権情報(記録事項)の照会 

即時照会 

（同期） 

① 画面への出力 

② PDF形式での出力 

③ 共通フォーマット形式によるダウンロード※1 

④ CSV形式でのダウンロード※2 

一括予約照会

（非同期） 

① 共通フォーマット形式によるダウンロード※1 

② CSV形式でのダウンロード※2 

履歴情報(提供情報)の照会 

即時照会 

（同期） 

① 画面への出力 

② PDF形式での出力 

③ CSV形式でのダウンロード※2 

一括予約照会

（非同期） 
① CSV形式でのダウンロード※2 

※1： 共通フォーマット形式のファイルフォーマットについては、F付録『開示結果ファイル（共通フォーマット形式）』 

※2： CSV形式のファイルフォーマットについては、F付録『開示結果ファイル（CSV形式）』  

 

 

詳細ボタンをクリックすると、 

対象の履歴情報を 

別ウィンドウで表示します。 

選択した債権の 

履歴情報（提供情報）を表示します。 

債権照会（開示）／詳細検索の完了となります。対象債権の履歴情報を確認してください。 
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【一括予約照会（非同期）の場合】 

6． 一括予約照会入力完了画面 

 

 

                    

 

 

  

 

開示（一括予約照会（非同期））請求の完了となります。 

照会結果の確認は請求結果通知の受信後、一括予約照会結果一覧画面から照会結果をファイルで 

ダウンロードしてください。手順については、 

FP28-9「一括予約照会（非同期）結果を確認する場合」 
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【一括予約照会（非同期）結果を確認する場合】 

7． 債権情報照会メニュー画面 

 

                    

 

  

 

一括予約照会結果一覧ボタンを 

クリックしてください。 
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8． 一括予約照会結果一覧画面 

 

 

 

① 
② 
③ 
④ 
⑤ 
⑥ 
⑦ 

一括予約照会（非同期）の 

結果を確認します。 

検索条件の 

①支店コード（任意）（半角数字 3 桁） 
②口座種別（任意） 
③口座番号（任意）（半角数字 7 桁） 
④請求番号（任意） 
（半角英数字 20 文字）※1 

⑤開示請求日（任意） 
（ＹＹＹＹ/ＭＭ/ＤＤ） 
⑥開示方式（任意） 
⑦ダウンロード（任意） 
を入力してください。 

※1 ：英字については 

大文字のみ入力可能です。 

 

検索ボタンをクリックすると、 

検索結果を一覧表示します。 

 

 

詳細ボタンをクリックすると、対象の 

照会結果を別ウィンドウで表示します。 

 

ダウンロード（CSV 形式）ボタン 

または、 

ダウンロード（共通フォーマット形式）
ボタン※2をクリックすることで 

開示照会結果を 

ダウンロードすることが可能です。 

ファイルフォーマットの詳細については、 

F付録 
『開示結果ファイル（ＣＳＶ形式）』 
F付録 
『開示結果ファイル 
（共通フォーマット形式）』 

 

【照会結果を一覧形式で 

帳票印刷する場合】 

債権一覧印刷ボタンを 

クリックしてください。 

【照会結果を既定の形式で 

帳票印刷する場合】 

開示結果印刷ボタンを 

クリックしてください。 

 

ご注意事項 
※2 ：「ダウンロード（共通フォーマット形式）」は、開示方式・単位項目の 
「債権情報（記録事項）の照会 請求者区分（立場）を条件に照会」を選択した場合のみ 
ダウンロード可能です。 
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 特殊な通知情報についての一覧を以下に示します。 

 通知情報（異例） 

種類 通知情報一覧のタイトル 通知内容 

支払不能登録 支払不能債権登録結果通知結果受付 支払不能債権確定の内容通知 

強制執行(電子記録禁止） 

強制執行等記録通知受付 強制執行記録の内容通知 

強制執行等記録削除通知受付 強制執行記録削除の内容通知 

強制執行等記録一部取消通知受付 強制執行記録一部取消の内容通知 

強制執行(譲渡命令等） 

強制執行変更記録通知受付 強制執行変更記録の内容通知 

強制執行譲渡記録予約取消通知受付 強制執行譲渡記録予約取消の内容通知 

強制執行分割記録予約取消通知受付 強制執行分割記録予約取消の内容通知 

強制執行（支払等記録） 強制執行支払等記録知受付 強制執行支払等記録の内容通知 

異議申立（登録） 
異議申立通知受付 異議申立の内容通知 

異議申立種別変更通知受付 異議申立種別変更の内容通知 

異議申立（取消） 
異議申立取消通知受付 異議申立取消の内容通知 

異議申立取消通知（記録機関）受付 異議申立取消通知（記録機関）受付の内容通知 

処分審査 異議申立(処分審査)通知受付 異議申立(処分審査)の内容通知 

企業ユーザ管理 

企業ユーザ変更 

ロックアウト通知（ロックアウトとなった企業管理

ユーザ以外の企業管理ユーザ） 

ロックアウト通知（ロックアウトとなった企業管理

ユーザ） 

企業ユーザ承認パスワード変更 

ロックアウト通知（ロックアウトとなった企業管理

ユーザ以外の企業管理ユーザ） 

パスワード強制変更でロックアウトした場合にも

ロックアウトした旨を通知する。 

ロックアウト通知（ロックアウトとなった企業ユー

ザ） 

パスワード強制変更でロックアウトした場合にも

ロックアウトした旨を通知する。 

利用停止・利用制限 

相続時利用停止通知 相続時利用停止の内容通知 

相続時利用停止解除通知 相続時利用停止解除の内容通知 

相続時利用停止結果通知 相続時利用停止結果の内容通知 

相続時利用停止解除結果通知 相続時利用停止解除結果の内容通知 

 

通知情報（異例） 
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 トップ画面の承諾待ち一覧ボタンをクリックしてください。 

（例として債権発生請求（債権者請求）の仮登録を承認する流れをご説明します。） 

1. トップ画面 

 

  

承諾／否認の手順 

概要 

承諾が必要な請求がある場合、被請求者あてに承諾依頼通知が通知されます。 

承諾依頼に対して、承諾を行うことで請求の成立となります。 

否認を行った場合、請求は不成立となります。 

 トップ画面の承諾待ち一覧から、担当者が承諾仮登録や否認仮登録を行います。 

承認者が仮登録を承認することで完了します。 

承諾依頼通知の受領後から記録予定日の 5銀行営業日後（記録予定日当日含む）までの間に 

承諾を行うことができます。 

また、請求内容について異議がある場合は、同一期間内に否認することもできます。 

否認した場合、または否認も承諾もせずに記録予定日から 

5銀行営業日（記録予定日当日含む）が経過した場合（みなし否認）、請求は成立しません。 

承諾が必要な請求は「債権発生請求（債権者請求）」「変更記録」「保証記録」 

「支払等記録（支払を行ったことによる記録請求）」です。 

 

未承諾の一覧を表示するため、 

承諾待ち一覧ボタンをクリックしてくだ

さい。 
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2. 承諾待ち一覧画面 

 

  

 

検索条件を指定し、目的の承諾対象を

検索する場合は、承諾待ち一覧検索条

件の 

①記録番号（任意） 
②請求種別（任意） 
を入力してください。 

 

検索条件を指定し、目的の承諾対象を

検索する場合は、決済口座選択ボタン

をクリックし、 

取引に利用する決済口座を選択すると

③～⑤が表示されます。 

F 事前準備編『共通機能』 

 

承諾または否認を行う取引の 

選択ボタンをクリックしてください。 

 

検索ボタンをクリックすると、検索結果

を一覧表示します。 

承諾または否認する請求を選択しま

す。 

検索条件を指定し、目的の承諾対象を

検索することもできます。 

ヒント 

検索機能やソート機能を利用することで

絞込みや一覧表示の並び替えが可能と

なります。 

手順は 

F 事前準備編『共通機能』 

 

① 
② 

③ 
④ 
⑤ 
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3. 発生記録（債権者）請求承諾仮登録画面 

 

 

        

  

 

担当者へ連絡事項等がある場合は、 

①コメント（任意）（全半角 250 文字以
内）を入力してください。 

 

【承諾をする場合】 

承諾の確認へ（仮登録）ボタンをクリッ
クしてください。 

① 

 

【否認をする場合】 

否認の確認へ（仮登録）ボタンをクリッ
クしてください。 

承諾の場合 

FP30-4 4画面 

否認の場合 

FP30-5 6画面 
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【承諾をする場合】 

4. 発生記録（債権者）請求承諾仮登録確認画面 

 

                    

5. 発生記録（債権者）請求承諾仮登録完了画面 

 

                    

 

 

 

承諾の実行（仮登録）ボタンをクリック
してください。 

 

入力内容に問題がなければ、 

チェックボックスにチェックを入れてく
ださい。 

チェックを入れていない場合、承諾の実

行はできません。 

 

 

 

印刷ボタンをクリックし、帳票を印刷し

てください。 

印刷した帳票を承認者へ提出し、仮登

録内容の承認を依頼してください。 

F 事前準備編『共通機能』 

仮登録の完了となります。 

※承諾の完了は承認者の承認が完了した時点となります。 

承認者の手順については、F 基本編『承認／差戻しの手順』 
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【否認をする場合】 

6. 発生記録（債権者）請求否認仮登録確認画面 

 

                    

7. 発生記録（債権者）請求否認仮登録完了画面 

 

                    

 

 

 

否認の実行（仮登録）ボタンをクリック
してください。 

 

入力内容に問題がなければ、 

チェックボックスにチェックを入れてく
ださい。 

チェックを入れていない場合、否認の実

行はできません。 

 

 

 

印刷ボタンをクリックし、帳票を印刷し

てください。 

印刷した帳票を承認者へ提出し、仮登

録内容の承認を依頼してください。 

F 事前準備編『共通機能』 

仮登録の完了となります。 

※否認の完了は承認者の承認が完了した時点となります。 

承認者の手順については、F 基本編『承認／差戻しの手順』 
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 ログイン後、トップ画面の管理業務タブをクリックしてください。 

1． 管理業務メニュー画面 

 

                

2． 企業情報管理メニュー画面 

 

 

                

  

企業情報変更の手順 

 概要 

マスターユーザは、同一ユーザによる仮登録／承認の抑止機能、および承認管理機能、 

複数発生記録請求（画面入力）機能の利用有無、複数譲渡記録請求（画面入力）機能の 

利用有無、承認機能区分の設定ができます。 

 

企業情報管理ボタンを 

クリックしてください。 

 

変更ボタンをクリックしてください。 
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3． 企業情報変更画面 

 

                

  

同一ユーザによる仮登録／承認の 

抑止機能の利用有無を 

選択してください。 

承認管理機能の利用有無を 

選択してください。 

下記項目の承認機能区分を 

選択してください。 

①発生 
②譲渡・分割 
③一括 
④割引 
⑤譲渡担保 
⑥変更 
⑦保証 
⑧支払等 
⑨指定許可 

複数発生記録請求（画面入力）機能の 

利用有無、および 

複数譲渡記録請求（画面入力）機能の 

利用有無を選択してください。 

 

変更内容の確認へボタンを 

クリックしてください。 

① 

② 

③ 
④ 

⑤ 
⑥ 

⑦ 
⑧ 

⑨ 
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4． 企業情報変更確認画面 

 

                

  

内容を確認し、 

企業情報の変更を実行します。 

 

①承認パスワードを確認し、 

変更の実行ボタンを 

クリックしてください。 

 

①承認パスワード《6 桁～12桁》を 

入力してください。 

① 
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5． 企業情報変更完了画面 

 

 

                    

 

 

企業情報変更の完了となります。 
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 トップ画面の発行予定を確認ボタンをクリックしてください。 

1. トップ画面 

 

               

 

  

残高証明書発行予定確認の手順 

概要 

翌日～1カ月先の間に基準日を迎える残高証明書が存在する場合、 

利用者が残高証明書発行予定の照会を行います。 

残高証明書発行予定の照会は利用者情報照会の業務権限を持つユーザが行うことが可能です。 

事前準備 

四半期末ごとなど定例的な残高証明書発行を希望する場合は、 

あらかじめ窓口にて書面によるお手続きが必要となります。 

 

発行予定を確認ボタンを 

クリックすると、 

残高証明書発行予定を 

別ウィンドウで表示します。 

残高証明書発行予定確認の完了となります。 
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ご注意事項 
残高証明書発行予定では、 
口座権限を保有する決済口座の情報に基づき、残高証明書発行予定明細を表示します。 
明細を確認して、基準日や送付先住所を変更する必要がある場合、 
窓口にて書面によるお手続きが必要です。 
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 ログイン後、トップ画面の債権情報照会タブをクリックしてください。 

1． 債権情報照会メニュー画面 

 

                    

  

債権情報（受取債権／入金予定／支払予定）の照会 

概要 

発生記録や譲渡記録などにより、被請求者として受け取った記録通知を抽出し、 

受取債権情報として作成後、ダウンロードできます。 

自身が債権者である電子記録債権を抽出し、入金予定として作成後、ダウンロードできます。 

自身が債務者である電子記録債権を抽出し、支払予定として作成後、ダウンロードできます。 

受取債権・入金予定・支払予定は、帳票・CSV・固定長形式でダウンロードできます。 

受取債権情報の作成手順 

 

受取債権情報の作成ボタンを 

クリックしてください。 
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2－1． 受取債権情報作成画面 

 

  

受取債権の検索条件、および 

固定長ファイルの出力形式を 

指定します。 

 

全て表示ボタンをクリックすると、 

詳細な検索条件を指定し、 

検索をすることができます。 
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2－2． 受取債権情報作成画面 

 

                    

 

  

⑩ 
⑨ 

⑪ 

⑦ 

⑧ 

③ 

① 

④ 

② 

⑤ 
⑥ 

⑫ 

⑬ 

入力項目の詳細は 

次ページに記載しています。 

 
①出力対象の通知 

②取消／不成立の通知 

③抽出範囲 

で検索対象とする通知を 

選択してください。 

 

決済口座選択ボタンを 

クリックし、取引に利用する 

決済口座を選択すると 

⑧～⑪が表示されます。 

F事前準備編『共通機能』 

照会したい取引の 

④取扱日 

を入力してください。 

 

【検索結果を絞り込む場合】 

検索条件の 

⑤記録番号 

⑥請求者 Ref.No.  

⑦業務名 

を入力してください。 

作成する固定長ファイルの 

⑫文字コード 

⑬改行コード 

を選択してください。 

 

ファイル／帳票作成ボタンをクリックしてください。 
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●入力項目一覧表 

 検索条件 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意 
内容・入力例 

① 出力対象の通知 － 必須 ラジオボタンにて選択する。 

② 
取消／不成立の通

知 
－ 必須 ラジオボタンにて選択する。 

③ 抽出範囲 － 必須 

ラジオボタンにて選択する。 

「前回出力以降の通知を出力」を選択した場合は、「出

力した通知を「出力済み」扱いとする。」チェックボック

スを選択する。 

④ 取扱日 （YYYY/MM/DD） 任意 入力例＝「2017/05/06」 

⑤ 記録番号 半角英数字(20) 任意 
入力例＝「ABC45678901234567890」 

英字については大文字のみ入力可能。 

⑥ 請求者 Ref.No. 半角英数字（40） 任意 

お客様とお取引先とで請求を管理するためのフリー入

力欄。注文書番号や請求書番号の入力が可能。 

英字については大文字のみ入力可能。 

記号については . ( ) - のみ入力可能。 

⑦ 業務名 － 任意 プルダウンにて選択する。 

⑧ 支店コード 半角数字（3） 任意 入力例＝「012」 

⑨ 支店名 全角文字（15） 任意 入力例＝「東京支店」 

⑩ 口座種別 － 任意 ラジオボタンにて選択する。 

⑪ 口座番号 半角数字（7） 任意 入力例＝「0123456」 

 

 固定長ファイルの出力形式 

No 項目名 属性（桁数） 
必須

任意 
内容・入力例 

⑫ 文字コード － 必須 ラジオボタンにて選択する。 

⑬ 改行コード － 必須 ラジオボタンにて選択する。 
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3. 受取債権情報_作成条件入力完了画面 

 

 

                    

 

 

  

受取債権情報作成の条件入力は完了となります。 

受取債権情報の確認は、受取債権情報_作成結果詳細画面からダウンロードしてください。 

受取債権情報のダウンロード手順については、 

FP33-6『受取債権情報のダウンロード手順』 
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 ログイン後、トップ画面の債権情報照会タブをクリックしてください。 

1. 債権情報照会メニュー画面 

 

                    

  

受取債権情報のダウンロード手順 

 

作成結果のダウンロードボタンを 

クリックしてください。 
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2. 受取債権情報_作成結果一覧画面 

 

  

受取債権情報の作成結果を確認します。 

検索条件の 

①作成依頼日（任意） 

（ＹＹＹＹ/ＭＭ/ＤＤ） 

②作成依頼番号（任意） 

（半角数字 18 文字） 

③ダウンロード（任意） 

を入力してください。 

 

検索ボタンをクリックすると、 

検索結果を一覧表示します。 

 

② 

① 

③ 

 

詳細ボタンをクリックすると、 

対象の受取債権情報の作成結果を 

別ウィンドウで表示します。 

受取債権情報ダウンロードの完了となります。 

 

受取債権情報をファイル（配信 1 形式）で 

ダウンロードすることができます。 

ダウンロード（共通フォーマット形式） 

ボタンをクリックしてください。 

クリックすると、ファイルのダウンロードを 

ポップアップ表示します。 

ファイルフォーマットの詳細については、 

F 付録 

『共通フォーマット・配信 1 形式ファイル』 

 

受取債権情報をファイル（ＣＳＶ形式）で 

ダウンロードすることができます。 

ダウンロード（ＣＳＶ形式）ボタンを 

クリックしてください。 

クリックすると、ファイルのダウンロードを 

ポップアップ表示します。 

ファイルフォーマットの詳細については、 

F 付録 

『受取債権情報ファイル（ＣＳＶ形式）』 

 

受取債権情報を 

ＰＤＦ帳票でダウンロード

することができます。 

受取債権一覧印刷  

ボタンを 

クリックしてください。 

クリックすると、 

帳票のダウンロードを 

ポップアップ表示します。 
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 ログイン後、トップ画面の債権情報照会タブをクリックしてください。 

1． 債権情報照会メニュー画面 

 

 

 

 

                    

  

入金予定情報の作成手順 

 

入金予定情報の作成ボタンを 

クリックしてください。 

 ご注意事項 
入金予定情報に計上する債権は、作成時点で記録済みの債権が対象となります。 
予約中の発生記録請求、および予約中の譲渡（分割）記録請求は対象外となります。 
また、口座間送金決済以外で弁済・入金がなされる債権についても、 
入金予定情報の計上対象外となります。（例：電子記録保証人による弁済、割引による入金） 
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2． 入金予定情報作成画面 

 

                    

  

⑤ 

⑥ 

⑦ 

④ 

① 

② 

③ 

①決済予定日 

（YYYY/MM/DD） 

②開示単位 

で検索対象とする情報を 

指定してください。 

 

決済口座選択ボタンを 

クリックし、入金予定情報の 

作成対象となる決済口座を 

選択すると 

③～⑤が表示されます。 

F 事前準備編『共通機能』 

作成する固定長ファイルの 

⑥文字コード 

⑦改行コード 

を選択してください。 

 

ファイル／帳票作成ボタンをクリックしてください。 

入金予定情報の 

検索条件、および 

固定長ファイルの 

出力形式を指定します。 

③支店コード 

④口座種別 

⑤口座番号 

を入力し、入金予定情報の 

作成対象となる決済口座を 

指定してください。 
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3． 入金予定情報_作成条件入力完了画面 

 

 

                    

 

 

  

入金予定情報作成の条件入力は完了となります。 

入金予定情報の確認は、入金予定情報_作成結果詳細画面からダウンロードしてください。 

入金予定情報のダウンロード手順については、 

FP33-11『入金予定情報のダウンロード手順』 
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 ログイン後、トップ画面の債権情報照会タブをクリックしてください。 

1． 債権情報照会メニュー画面 

 

 

                    

 

  

入金予定情報のダウンロード手順 

 

作成結果のダウンロードボタンを 

クリックしてください。 
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2． 入金予定情報_作成結果一覧画面 

 

  

入金予定情報の作成結果を確認します。 

検索条件の 

①作成依頼日（任意） 

（ＹＹＹＹ/ＭＭ/ＤＤ） 

②請求番号（任意） 

（半角英数字 20 文字）※1 

③ダウンロード（任意） 

を入力してください。 

※1 ：英字については 

大文字のみ入力可能です。 

 

検索ボタンをクリックすると、 

検索結果を一覧表示します。 

 

② 

① 

③ 

 

詳細ボタンをクリックすると、 

対象の受取債権情報の作成結果を 

別ウィンドウで表示します。 

入金予定情報ダウンロードの完了となります。 

 

入金予定情報を 

開示結果ファイル 

（共通フォーマット形式）で 

ダウンロードする 

ことができます。 

ダウンロード（共通  

フォーマット形式ボタンを 

クリックしてください。 

クリックすると、ファイルの 

ダウンロードを 

ポップアップ表示します。 

ファイルフォーマット 

の詳細については、 

F 付録『開示結果ファイル 

（共通フォーマット形式）』 

 

入金予定情報を帳票で 

ダウンロードすることができます。 

入金予定表印刷ボタンを 

クリックしてください。 

クリックすると、帳票のダウンロードを 

ポップアップ表示します。 

 

入金予定の明細一覧を帳票で 

ダウンロードすることができます。 

入金予定明細一覧印刷ボタンを 

クリックしてください。 

クリックすると、帳票のダウンロードを 

ポップアップ表示します。 

 

入金予定情報をファイル(ＣＳＶ形式)で 

ダウンロードすることができます。 

ダウンロード（ＣＳＶ形式）ボタンを 

クリックしてください。 

クリックすると、ファイルの 

ダウンロードをポップアップ表示します。 

ファイルフォーマットの詳細については、 

F 付録 

『入金予定ファイル（ＣＳＶ形式）』 
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 ログイン後、トップ画面の債権情報照会タブをクリックしてください。 

1． 債権情報照会メニュー画面 

 

 

 

 

                    

  

支払予定情報の作成手順 

 

支払予定情報の作成ボタンを 

クリックしてください。 

 ご注意事項 
支払予定情報に計上する債権は、作成時点で記録済みの債権が対象となります。 
予約中の発生記録請求は対象外となります。 
また、口座間送金決済以外で弁済・支払がなされる債権についても、 
支払予定情報の計上対象外となります。 
（例：電子記録保証人に対する弁済、電子記録保証債務に関する支払） 
 
支払予定情報を作成後、支払予定が確定するまでに、 
債権の異動や金額変更等が発生する可能性があります。 
確定した支払予定は、決済日の２営業日前に通知される決済情報通知にてご確認ください。 
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2． 支払予定情報作成画面 

 

                           

  

⑤ 

⑥ 

⑦ 

④ 

① 
② 

③ 

①決済予定日 

（YYYY/MM/DD） 

②開示単位 

で検索対象とする情報を 

指定してください。 

 

決済口座選択ボタンを 

クリックし、支払予定情報の 

作成対象となる決済口座を 

選択すると 

③～⑤が表示されます。 

F事前準備編『共通機能』 

作成する固定長ファイルの 

⑥文字コード 

⑦改行コード 

を選択してください。 

 

ファイル／帳票作成ボタンをクリックしてください。 

支払予定情報の 

検索条件、および 

固定長ファイルの 

出力形式を指定します。 

③支店コード 

④口座種別 

⑤口座番号 

を入力し、支払予定情報の 

作成対象となる決済口座を 

指定してください。 
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3． 支払予定情報_作成条件入力完了画面 

 

                    

 

 

 

  

支払予定情報作成の条件入力は完了となります。 

支払予定情報の確認は、支払予定情報_作成結果詳細画面からダウンロードしてください。 

支払予定情報のダウンロード手順については、 

FP33-16『支払予定情報のダウンロード手順』 
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 ログイン後、トップ画面の債権情報照会タブをクリックしてください。 

1． 債権情報照会メニュー画面 

 

                       

 

  

支払予定情報のダウンロード手順 

 

作成結果のダウンロードボタンを 

クリックしてください。 

 



33-17 

2． 支払予定情報_作成結果一覧画面 

 

支払予定情報の作成結果を確認します。 

 

検索ボタンをクリックすると、 

検索結果を一覧表示します。 

② 

① 

③ 

 

詳細ボタンをクリックすると、 

対象の受取債権情報の作成結果を 

別ウィンドウで表示します。 

支払予定情報ダウンロードの完了となります。 

検索条件の 

①作成依頼日（任意） 

（ＹＹＹＹ/ＭＭ/ＤＤ） 

②請求番号（任意） 

（半角英数字 20 文字）※1 

③ダウンロード（任意） 

を入力してください。 

※1 ：英字については 

大文字のみ入力可能です。 

 

支払予定情報を開示結果ファイル 

（共通フォーマット形式）で 

ダウンロードすることができます。 

ダウンロード（共通フォーマット形式）  

ボタンをクリックしてください。 

クリックすると、 

ファイルのダウンロードを 

ポップアップ表示します。 

ファイルフォーマットの 

詳細については、 

F 付録『開示結果ファイル 

（共通フォーマット形式）』 

 

支払予定情報を帳票で 

ダウンロードすることができます。 

支払予定表印刷ボタンを 

クリックしてください。 

クリックすると、 

帳票のダウンロードを 

ポップアップ表示します。 

 

支払予定の明細一覧を帳票で 

ダウンロードすることができます。 

支払予定明細一覧印刷ボタンを 

クリックしてください。 

クリックすると、 

帳票のダウンロードを 

ポップアップ表示します。 

 

支払予定情報を 

ファイル（ＣＳＶ形式）で 

ダウンロードすることができます。 

ダウンロード（ＣＳＶ形式）ボタンを 

クリックしてください。 

クリックすると、 

ファイルのダウンロードを 

ポップアップ表示します。 

ファイルフォーマットの 

詳細については、 

F 付録 

『支払予定ファイル（ＣＳＶ形式）』 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このマニュアルに記載されている事柄は、将来予告なしに変更するこ

とがあります。 

 

北洋でんさいサービス 操作マニュアル 

応 用 編 

２０１８年１月９日 第３版発行 

 

本マニュアルは、著作権法上の保護を受けています。 

本マニュアルの一部あるいは全部について、株式会社北洋銀行の許

諾を得ずに、いかなる方法においても無断で複写・複製することは禁

じられています。 
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